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見
田
社
会
学
に
お
け
る
未
来
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

　
　
　

 

時
間
意
識
の
四
類
型
論
を
こ
え
て 　
　
　

一　

問
題
の
所
在
―
―
時
間
意
識
の
四
類
型
論
を
こ
え
て

本
稿
で
は
、日
本
に
お
け
る
時
間
研
究
の
〝
古
典
〟
と
さ
れ
る
『
時

間
の
比
較
社
会
学
』（
一
九
八
一
）
を
、
あ
ら
た
め
て
内
在
的
に
検

討
し
な
お
し
、
今
日
の
時
間
の
社
会
学
に
対
す
る
示
唆
の
若
干
を
、

従
来
と
は
異
な
る
視
角
か
ら
再
展
望
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

時
間
の
社
会
学
（
あ
る
い
は
社
会
学
的
時
間
論
）
と
い
え
ば
欧
米

の
研
究
が
想
起
さ
れ
が
ち
だ
が
、
日
本
で
も
、
時
間
を
め
ぐ
る
社
会

0

0

理
論

0

0

や
社
会
史

0

0

0

の
研
究
が
、
と
く
に
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
展
開
さ
れ

つ
つ
あ
る（

１
）。

こ
の
研
究
領
域
に
お
い
て
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
参
照
さ
れ

る
著
作
の
ひ
と
つ
が
、
真
木
悠
介
の
筆
名
に
な
る
見
田
宗
介
『
時

間
の
比
較
社
会
学
』
で
あ
る
。
一
九
八
〇
‐
八
一
年
に
『
思
想
』
誌

で
連
載
さ
れ（

２
）、「

文
化
人
類
学
、
宗
教
学
等
の
成
果
を
渉
猟
し
、
原

始
共
同
体
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
、
近
代
社
会
の
時
間

観
念
を
大
胆
に
比
較
し
て
み
せ
た
」
本
書
は
、「
狭
い
意
味
で
の

社
会
学
の
領
域
設
定
な
ど
意
に
介
さ
」
な
い
と
は
い
え
（
落
合  

一
九
九
三
：
五
三
）、「
ま
ぎ
れ
も
な
く
『
時
間
の
社
会
学
』」（
鳥
越  

二
〇
一
六
：
一
七
四
）
で
あ
り（

３
）、

日
本
社
会
学
に
お
け
る
最
初
期
の

「
本
格
的
な
時
間
論
」（
今
津　

二
〇
〇
八
：
六
三
）
と
し
て
―
―
形

式
的
に
一
言
ふ
れ
る
だ
け
の
も
の
か
ら
一
章
一
節
を
費
や
す
も
の

ま
で
―
―
さ
な
が
ら
古
典
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
。
も
っ
ぱ
ら
の

関
心
は
、
そ
れ
を
高
く
評
価
す
る
に
せ
よ
厳
し
く
論
難
す
る
に
せ

よ
、
本
書
第
三
章
で
提
示
さ
れ
る
時
間
意
識
の
四
類
型
論
に
注
が
れ

て
き
た（

４
）。

見
田
は
、
時
間
意
識
の
二
組
の
「
パ
タ
ー
ン
変
数
」
と
し
て
、
質

的
／
量
的
と
い
う
横
軸
に
可
逆
的
／
不
可
逆
的
と
い
う
縦
軸
を
交
叉

さ
せ
、「
理
念
型
と
し
て
の
四
つ
の
時
間
形
態
」（
真
木  

一
九
八
一
：

一
五
三
）
を
導
出
す
る
（
図
１
）。
こ
れ
に
よ
り
、
近
代
社
会
の
「
直

線
的
な
時
間
」
は
、
時
間
類
型
の
可
能
性
の
ひ
と
つ

0

0

0

0

0

0

0

に
過
ぎ
な
い

德　

宮　
　

俊　

貴

神
戸
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
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も
の
と
し
て
相
対
化
さ
れ
る
（
落
合　

一
九
九
三
：
五
三；

鳥
越  

二
〇
一
六
：
一
四
六
）。
し
か
も
、
近
代
的
時
間
の
特
徴
を
、
こ
の

よ
う
に
量
的
か
つ

0

0

不
可
逆
的
な
と
こ
ろ
に
求
め
る
見
田
の
枠
組
み

は
、
鳥
越
信
吾
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
従
来
の
近
代
的
時
間
の
研
究

に
お
い
て
、
ク
ロ
ッ
ク
タ
イ
ム
に
代
表
さ
れ
る
計
量
可
能
性
お
よ
び

抽
象
性
に
注
目
す
る
論
脈
と
、
歴
史
記
述
に
代
表
さ
れ
る
直
線
性
に

注
目
す
る
論
脈
と
が
、
相
互
に
独
立
に
蓄
積
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
対

し
て
、
両
者
を
「
架
橋
す
る
こ
と
の
で
き
る
一
つ
の
土
台
」（
鳥
越  

二
〇
一
五
：
九
二
）
と
し
て
、
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

他
方
で
、
原
始
共
同
体
か
ら
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
を
経

て
近
代
社
会
へ
、
と
い
う
発
展
図
式
に
対
し
て
は
、
Ｔ
・
パ
ー
ソ
ン

ズ
の
社
会
進
化
論
（Parsons 1966

）
を
そ
っ
く
り
な
ぞ
っ
て
、「
古

典
的
近
代
化
モ
デ
ル
」（
佐
藤　

一
九
九
八
：
七
一
）
を
反
復
し
た

だ
け
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
批
判
も
寄
せ
ら
れ
る（

５
）。

ま
た
、
直
接
に
見

田
を
批
判
す
る
も
の
で
は
な
い
に
し
ろ
、
質
的
時
間
も
量
的
時
間

も
可
逆
的
時
間
も
不
可
逆
的
時
間
も
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
に
併
存
す

る
も
の
だ
と
い
う
見
地
か
ら
、
こ
う
し
た
二
分
法
自
体
が
問
い
直

さ
れ
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
（A

dam
 1990=1997: 219; 

青
木  

一
九
八
一
→
一
九
八
五
）。

も
ち
ろ
ん
、「
時
間
に
対
す
る
質
的
と
量
的
と
い
う
二
つ
の
認
識

は
、
実
は
個
々
の
社
会
が
ど
ち
ら
に
深
く
傾
い
た
形
で
時
間
を
運
用

し
て
い
る
か
、
と
い
う
度
合
の
問
題
に
結
局
は
還
元
で
き
る
」（
青

木　

一
九
八
一
→
一
九
八
五
：
一
六
）
と
い
う
こ
と
と
、そ
の
「
度
合
」

を
変
数
と
し
て
分
析
的
に
設
定
す
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
矛
盾
し
な

い
し（

６
）、

後
年
の
見
田
は
Ｋ
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
の
枢
軸
時
代
論
（Jaspers 

1949

）
の
摂
取
を
と
お
し
て
（cf. 

見
田
・
加
藤　

二
〇
一
五
：

一
五
）、
古
典
的
近
代
化
モ
デ
ル
を
一
応
は
克
服
し
て
い
る
、
な
ど

と
返
答
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
も
な
い
。

問
題
は
む
し
ろ
、
こ
の
四
象
限
図
式
（
図
１
）
が
、『
時
間
の
比

較
社
会
学
』
の
全
体
的
な
文
脈
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
言
及
さ
れ
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
を
も
っ
と
も
詳
細
に

読
み
込
ん
だ
鳥
越
に
よ
れ
ば
、
本
書
で
見
田
は
「
二
つ
の
比
較
社

会
学
」
を
遂
行
し
て
い
る
と
い
う
。
第
一
に
「
近
代
社
会
の
時
間

図 1　（見田 1981: 153）
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こ
う
問
い
か
け
る『
時
間
の
比
較
社
会
学
』は
、や
は
り
一
貫
し
て
、

時
間
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
か
ら
の
解
放
を
―
―
よ
り
精
確
に
は
ニ
ヒ
リ
ズ

0

0

0

0

ム
を
伴
わ
な
い
未
来
意
識

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

の
可
能
性
を
―
―
探
求
し
て
い
た
の
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
時
間
意
識
の
四
類
型
論
（
第
一
の

比
較
社
会
学
）
も
ま
た
、
未
来
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
（
第
二
の
比

較
社
会
学
）
か
ら
切
り
離
す
こ
と
は
、本
来
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
も
う
ひ
と
つ
の
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
見
田

側
の
問
題
だ
と
い
っ
て
い
い
。な
ぜ
な
ら
こ
の
四
象
限
図
式
自
体
が
、

未
来
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
本
来
の
主
題
を
、
必
ず
し
も
反
映
し
き

れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。

た
と
え
ば
、「
時
間
の
不
可
逆
性
を
前
提
し
て
み
て
も
…
…
存
在

の
う
ち
に
累
積
し
て
ゆ
く
よ
う
な
不
可
逆
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
と
り

か
え
し
の
つ
か
な
い
後
悔
と
い
う
よ
う
な
別
個
の
不
幸
が
あ
ら
わ
れ

る
に
せ
よ
、
虚
無
の
感
覚
は
帰
結
し
な
い
は
ず
だ
。
し
た
が
っ
て

問
題
は
じ
つ
は
不
可
逆
性
一
般
で
は
な
く
…
…
時
間
が
帰
無
し
て

ゆ
く
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
問
題
で
あ
る
」（
真
木  

一
九
八
一
：
一
二
）、
と
い
う
重
要
な
指
摘
は
、
可
逆
的
／
不
可
逆

的
と
い
う
縦
軸
か
ら
は
漏
れ
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
。
あ
る
い
は
横

軸
の
「
量
的
な
時
間
」
に
は
、鳥
越
が
見
抜
い
た
と
お
り
、「
数
量
的
」

お
よ
び
「
抽
象
的
」
と
い
う
二
重
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

だ
が
（
鳥
越　

二
〇
一
五
：
九
五
）、
そ
う
し
た
含
意
の
複
雑
さ
が
、

か
え
っ
て
読
者
の
理
解
を
曖
昧
な
も
の
に
し
て
い
る
。

見
田
自
身
が
こ
の
四
象
限
図
式
を
売
り
に
し
て
い
る
よ
う
に
見

意
識
が
…
…
『
不
可
逆
性
（
直
線
性
）』
と
『
抽
象
性
』
と
い
う
二

つ
の
性
格
を
持
つ
に
至
っ
た
機
序
を
描
く
」（
鳥
越　

二
〇
一
六
：

一
四
九
）
こ
と
が
目
指
さ
れ
、
第
二
に
「
近
代
社
会
の
時
間
意
識
が

生
み
出
す
病
理
と
し
て
の
時
間
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
成
立
機
序
の
解
明

と
、
こ
の
病
理
か
ら
の
解
放
の
契
機
の
探
求
が
目
指
さ
れ
る
」（
鳥

越　

二
〇
一
六
：
一
五
六
）、
と
。
け
れ
ど
も
そ
の
鳥
越
自
身
が
、『
時

間
の
比
較
社
会
学
』
と
既
存
の
時
間
の
社
会
学
と
の
関
連
づ
け
を
試

み
る
際
に
は
、「
あ
く
ま
で
も
こ
の
四
象
限
図
式
の
論
理
構
成
に
の

み
焦
点
化
し
て
」
い
る
よ
う
に
、「
時
間
の
病
理
か
ら
の
解
放
の
契

機
の
探
求
と
い
う
彼
に
独
特
の
立
論
」（
鳥
越　

二
〇
一
五
：
九
二
）

は
、
独
特
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
時
間
の
社
会
学
と
い
う
文
脈
で
は
敬

遠
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る（

７
）。

け
れ
ど
も
本
稿
で
は
、
む
し
ろ
こ
の
独
特
の
立
論
そ
れ
自
体
が
、

時
間
の
社
会
学
に
対
し
て
も
ち
う
る
示
唆
の
若
干
を
展
望
し
て
み

た
い
。

わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
問
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
未
来
に
向

か
う
意
識
は
必
然
に
、〈
時
間
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
〉
へ
と
わ
れ
わ

れ
を
み
ち
び
く
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
意
識
が
未

来
を
も
つ
と
い
う
こ
と
の
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
わ
れ
わ
れ

の
生
が
、
未
来
に
向
か
っ
て
組
織
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
の
た
だ
ひ
と
つ
の
帰
結
だ
ろ
う
か
。（
真
木　

一
九
八
一
：

二
九
〇
）
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社
会
学
』
の
課
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
わ
れ
わ
れ
の
生
の
時
間
は
限
り
が
あ
る
こ
と
。
人
類
の
全
歴
史

も
ま
た
、
限
り
が
あ
る
こ
と
。
そ
の
あ
と
に
つ
づ
く
死
の
時
間
は
無

限
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
か
な
た
に
は
、
た
ぶ
ん
、
な
に
も
な
い
こ

と
」（
真
木　

一
九
八
一
：
三
〇
三
）。
見
田
の
厖
大
な
著
作
群
か
ら

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
言
及
し
た
個
所
を
挙
げ
る
こ
と
ほ
ど
容
易
い
作
業
は

な
い（

８
）。

見
田
に
と
っ
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
は
、
六
歳
の
こ
ろ
か
ら

の
切
実
な
問
題
だ
っ
た
だ
け
で
な
く
（
見
田
・
大
澤　

二
〇
一
九
：

一
六
二
‐
三
）、「
現
代
の
社
会
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
根
本

条
件
そ
の
も
の
か
ら
く
る
」
問
題
と
し
て
、
す
な
わ
ち
「
近
代
的
な

個
我
の
自
立
の
裏
面
」（
見
田　

一
九
七
〇
：
二
〇
）
と
い
う
、
社

会
学
的
な
根
本
問
題
と
し
て
も
直
視
さ
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
以
前

0

0

に
書
か
れ
た
『
人
間

解
放
の
理
論
の
た
め
に
』（
一
九
七
一
）
に
は
、「
現
代
社
会
の
理
論
」

の
五
部
構
成
（
現
代
社
会
の
存
立
構
造
／
法
則
構
造
／
支
配
構
造
／

実
存
構
造
／
主
体
構
造
）
が
ス
ケ
ッ
チ
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

う
ち
第
四
部
「
現
代
社
会
の
実
存
構
造
」
の
課
題
を
、
見
田
は
次
の

よ
う
に
附
記
し
て
い
る
。

〔
第
一
部
～
第
三
部
で
把
握
さ
れ
た
〕
法
則
構
造
・
支
配
構

造
に
内
在
す
る
諸
個
人
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
一
回
限
り
の
生
が
、

ど
の
よ
う
に
歴
史
的
に
性
格
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
。
実
存
す
る

諸
個
人
の
側
に
視
点
を
移
し
て
、
そ
の
〈
人
生
の
構
造
〉
の

え
る
し
（
見
田　

一
九
八
八
、一
九
九
九
）、
じ
っ
さ
い
理
論
図

式
の
明
快
さ
が
見
田
の
持
ち
味
で
も
あ
る
わ
け
だ
が
（cf. 

片
上  

二
〇
一
六
：
一
二
〇
）、
一
書
全
体
を
つ
う
じ
て
精
緻
に
展
開
さ
れ

た
論
点
の
多
く
が
、
削
ぎ
落
と
さ
れ
た
り
暗
黙
裡
に
持
ち
込
ま
れ
た

り
し
て
い
る
こ
と
も
否
め
な
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
あ
え
て
時
間
の
社
会
学
と
い
う
論
脈
を
い
っ

た
ん
離
れ
、
ま
た
四
象
限
図
式
に
こ
だ
わ
る
こ
と
も
せ
ず
に
、『
時

間
の
比
較
社
会
学
』
全
体
の
問
題
意
識
と
論
理
の
骨
子
を
あ
ら
た
め

て
内
在
的
に

0

0

0

0

ふ
り
か
え
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

二　

�

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
そ
の
消
去
形
式
―
―
時
間
意
識
と

自
我
意
識

『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
の
主
題
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
伴
わ
ざ
る

未
来
意
識
の
探
求
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
し
か
し
先
に

引
用
し
た
問
い
が
本
書
終
盤
で
提
起
さ
れ
た
よ
う
に
、
本
書
は
そ
の

回
答
を
直
接
に
示
し
え
た
わ
け
で
は
な
い
（cf. 

真
木　

一
九
八
一
：

二
九
六
）。
む
し
ろ
見
田
は
、
こ
の
一
書
を
丸
ご
と
、
右
記
の
問
い

に
先
立
つ
予
備
考
察
に
充
て
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
。
―
―
近
代
精

神
の
未
来
意
識
が
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
不
可
避
に
帰
結
し
て
し
ま
う
、
そ

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
把
握
に
、
だ
。「
こ
の
〈
虚
無
〉
の
存
立
の
機
制

自
体
を
、知
の
照
明
の
対
象
と
し
て
主
題
化
し
追
求
す
る
こ
と
」（
真

木　

一
九
八
一
：
三
〇
五
）。
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
が
、『
時
間
の
比
較
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微
分
化
さ
れ
る
共
同
態
、
合
理
主
義
の
思
考
、
近
代
科
学
と
い

う
知
の
形
式
の
語
る
世
界
像
、
人
間
像
―
―
そ
れ
ら
の
相
互
に

連
環
す
る
総
体
の
帰
結
す
る
／
ま
た
そ
れ
自
体
こ
の
連
環
す
る

総
体
の
必
然
的
な
契
機
を
な
し
て
い
る
、
個
々
の
身
体
の
自
己

神
格
化
／
自
己
物
象
化
の
共
軛
的
な
存
立
の
機
制
。
死
の
恐
怖

あ
る
い
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
そ
の
消
去
の
諸
形
式
。
こ
れ
ら
す

べ
て
の
側
面
と
そ
の
布
置
連
関
が
、
論
理
と
し
て
／
経
験
と

し
て
追
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。（
真
木
［
一
九
九
三
］

二
〇
〇
八
：
一
六
七
‐
八
）

注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
お
い
て
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
が
、
近
代

的
自
我
と
い
う
問
題
系
の
う
ち
に
明
確
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で

あ
る
。「
私
の
死
の
ゆ
え
に
私
の
生
は
む
な
し
い
と
い
う
感
覚
」（
真

木　

一
九
八
一
：
三
）
は
、
な
る
ほ
ど
時
間
意
識
で
あ
る
と
同
時
に

自
我
意
識
で
も
あ
る
わ
け
だ（

９
）。

時
間
論
と
自
我
論
の
接
点
と
し
て
の

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
論
。

二
‐
一　

文
明
化
日
本
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

以
上
の
よ
う
な
「
研
究
の
未
来
構
想
」（
佐
藤　

二
〇
一
五
：

二
〇
七
）
を
ふ
ま
え
る
と
、「
死
の
恐
怖
あ
る
い
は
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
そ

の
消
去
の
諸
形
式
」
と
い
う
課
題
が
じ
つ
は
、
す
で
に
『
時
間
の
比

較
社
会
学
』
第
二
章
・
第
四
章
で
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
章
「
古
代
日
本
の
時
間
意
識
」
は
、
初
期
万
葉
集
（
と
く
に

把
握
。
…
…
と
く
に
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
、
お
よ
び

死
の
恐
怖
に
つ
い
て
。〈
実
存
社
会
学
〉
的
な
分
析
。（
真
木  

一
九
七
一
：
二
一
八
‐
九
）

こ
れ
を
時
間
論
に
引
き
つ
け
る
な
ら
ば
、近
代
的
時
間
の
問
題
は
、

た
ん
に
そ
の
社
会
的
な
存
立
構
造
を
解
明
し
、
こ
れ
を
類
型
化
＝
相

対
化
す
る
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、「
諸
個
人
の
側
に
視
点
を
移

し
て
」、そ
の
よ
う
な
時
間
意
識
を
生
き
る
こ
と
の
「
人
間
的
意
味
」、

す
な
わ
ち
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
も
ま
た
追
求
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
、『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
以
後

0

0

に
書
か
れ
た
『
自
我
の
起

原
』（
一
九
九
三
）
で
は
、「
自
我
の
比
較
社
会
学
」
の
五
部
構
成
―

―
動
物
社
会
に
お
け
る
個
体
と
個
体
間
関
係
、
原
始
共
同
体
に
お
け

る
個
我
と
個
我
間
関
係
、
文
明
諸
社
会
に
お
け
る
個
我
と
個
我
間
関

係
、
近
代
社
会
に
お
け
る
自
我
と
自
我
間
関
係
、
現
代
社
会
に
お
け

る
自
我
と
自
我
間
関
係
―
―
が
展
望
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
の
問
題
が
顔
を
覗
か
せ
る
。

第
Ⅳ
部
「
近
代
社
会
に
お
け
る
自
我
と
自
我
間
関
係
」
で
は

…
…
〈
近
代
的
自
我
〉
と
い
う
幻
想
―
―
そ
の
固
有
の
「
内

面
」
や
「
主
体
」
と
よ
ば
れ
る
形
式
の
発
生
と
存
立
の
機
制
が

主
題
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
第
一
に
…
…
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
産
業

化
、
普
遍
化
さ
れ
た
市
場
経
済
、
資
本
の
シ
ス
テ
ム
、
解
体
し
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体
を
と
お
く
は
な
れ
た
人
為
の
都
で
あ
り
…
…
自
然
的
共
同
体

の
基
盤
を
乖
離
し
た
こ
の
よ
う
な
人
為
の
都
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

戦
乱
の
敗
北
の
の
ち
に
こ
れ
ほ
ど
急
速
に
、
文
字
ど
お
り
あ
と

か
た
も
な
く
帰
無
し
て
い
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ

て
当
時
の
人
び
と
に
…
…
時
の
流
れ
の
速
さ
を
鮮
明
に
印
象
づ

け
え
た
の
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。（
真
木　

一
九
八
一
：

一
〇
六
‐
七
）

す
な
わ
ち
、「
人
間
的
時
間
の
剝
離
が
ひ
と
つ
の
不
吉
な
も
の
と

し
て
直
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
―
―
歴
史
的
な
時
間
が
ひ
と
つ
の
悲
劇

性
と
し
て
ま
ず
感
覚
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
こ
こ
に
は
み
ら
れ
る
」（
真

木　

一
九
八
一
：
一
〇
七
）。
こ
の
悲
劇
を
人
麻
呂
は
、
持
統
朝
に

お
け
る
「
天
智
・
天
武
両
統
の
再
統
合
」
と
い
う
「
再
神
話
化
さ
れ

た
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
一
二
）
時
間
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
よ

う
と
し
た（

（1
（

。

人
麻
呂
が
律
令
国
家
の
形
成
期
を
生
き
た
の
に
対
し
、
こ
の

体
制
の
確
立
期
に
生
を
享
け
た
大
伴
家
持
（
真
木　

一
九
八
一
：

一
二
三
）
の
時
間
感
覚
は
、「
春
に
愁
え
る
人
」
と
評
さ
れ
る
と
お

り
「
次
節
に
逆
行
す
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
二
七
）
も
の
で

あ
っ
た
。「
し
か
も
こ
の
人
間
的
時
間
の
自
覚
は
、
人
麻
呂
の
よ
う

に
歴
史
と
し
て
の
時
間
で
は
な
く
…
…
歴
史
そ
の
も
の
か
ら
も
ふ
た

た
び
剝
離
し
て
ゆ
く
、
孤
と
し
て
の
時
間
」（
真
木　

一
九
八
一
：

一
二
四
）
を
早
く
も
析
出
し
て
い
る（

（1
（

。「
家
持
に
な
ま
な
ま
し
い
死

柿
本
人
麻
呂
）、
後
期
万
葉
（
大
伴
家
持
）、
古
今
和
歌
集
（
在
原
業

平
と
小
野
小
町
）
の
「
作
品
と
そ
の
社
会
的
な
背
景
を
解
析
し
な
が

ら
、
原
始
的
な
共
同
体
か
ら
、
古
代
律
令
国
家
の
形
成
と
民
族
共
同

体
の
再
編
、
古
代
的
な
都
市
社
会
と
官
僚
制
の
成
熟
、
初
期
的
な
貨

幣
経
済
の
荒
々
し
い
浸
透
、
等
と
相
関
す
る
、
時
間
意
識
の
析
出
と

変
容
の
仕
方
を
追
跡
」（
真
木
［
一
九
九
八
］
二
〇
一
四
：
一
九
二
）

し
た
章
で
あ
る
。
援
用
さ
れ
る
の
が
文
学
研
究
の
知
見
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
か
（cf. 

橋
本
・
栗
山
編　

二
〇
〇
一
：
三
五
四
）、
本
章

は
あ
ま
り
論
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
、
時
間
意
識
の

類
型
論
に
最
大
の
注
意
を
払
う
か
ぎ
り
、
鳥
越
（
二
〇
一
六
）
の
よ

う
に
第
二
章
を
読
み
飛
ば
し
て
も
、
論
理
の
大
筋
は
整
理
で
き
て
し

ま
う
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
逆
か
ら
い
え
ば
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う

見
田
自
身
の
問
題
意
識
に
即
し
て
は
じ
め
て
、
こ
の
第
二
章
の
意
義

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
る
わ
け
だ
。

「
日
本
に
お
け
る
最
初
の
痛
切
な
時
間
意
識
の
表
現
者
」（
真
木  

一
九
八
一
：
一
〇
一
）、
と
柿
本
人
麻
呂
が
目
さ
れ
る
の
は
、
荒
廃

し
た
近
江
大
津
宮
を
訪
ね
た
際
、「
神
話
の
時
間
」
の
恒
常
性
に
「
歴

史
の
時
間
」
の
無
常
を
対
比
す
る
歌（

（1
（

を
残
し
て
い
る
か
ら
だ
（
真
木  

一
九
八
一
：
一
〇
六
）。
人
麻
呂
が
「
帰
無
す
る
不
可
逆
性
と
し
て

の
時
間
を
こ
の
個
所
で
は
強
調
し
て
い
る
」（
真
木  

一
九
八
一
：

一
〇
五
）
こ
と
の
社
会
的
背
景
を
、見
田
は
次
の
よ
う
に
考
察
す
る
。

近
江
京
自
体
が
ま
さ
し
く
、
大
和
朝
廷
の
父
祖
の
地
の
共
同
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来
に
向
け
ら
れ
た
時
間
意
識
の
恐
怖
と
し
て
の
老
と
死
の
心
像

が
、
個
我
の
意
識
の
自
立
の
影
と
し
て
、
花
月
に
ふ
れ
る
感
動

を
い
つ
も
独
自
の
仕
方
で
立
体
化
し
て
し
ま
う
よ
う
な
固
有
の

奥
行
き
を
構
成
し
て
い
る
。（
真
木　

一
九
八
一
：
一
四
〇
）

け
れ
ど
も
そ
の
恐
怖
は
ま
だ
、
近
代
の
「
抽
象
的
に
普
遍
化
さ
れ

た
死
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
四
〇
）、
す
な
わ
ち
「
自
己
の
消
滅

の
不
可
避
性
と
い
う
観
念
の
も
た
ら
す
恐
怖
」（
真
木  

一
九
八
一
：

一
四
）
で
は
な
く
、
さ
し
あ
た
り
「
老
い
の
恐
怖
」
と
し
て
、
具
体

的
＝
身
体
的
な
感
覚
を
保
持
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な

恐
怖
の
超
克
の
形
式
が
、
業
平
や
小
野
小
町
に
み
る
よ
う
に（

（1
（

、「
性

愛
的
な
耽
溺
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
四
〇
‐
一
）
あ
る
い
は
「
出

家
・
遁
世
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
四
四
）
に
見
出
さ
れ
た
と
い

う
の
も
う
な
ず
け
る
。

二
‐
二　

近
代
西
欧
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

以
上
の
よ
う
に
、
文
明
化
日
本
の
「〈
野
生
の
思
考
〉
か
ら
の
離

陸
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
四
六
）
が
も
た
ら
し
た
、「
初
期
の

〈
時
間
の
恐
怖
〉」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
四
四
）
が
第
二
章
の
主

題
だ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば（

（1
（

、
第
四
章
「
近
代
社
会
の
時
間
意
識
Ⅰ
―

―
時
間
へ
の
疎
外
」
は
、「
も
は
や
た
ん
な
る
詠
嘆
で
は
な
く
、
絶

対
的
な
虚
無
感
」（
真
木　

一
九
八
一
：
六
）
と
し
て
完
成
さ
れ
た
、

近
代
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
そ
の
も
の
を
正
面
か
ら
と
ら
え
た
章
だ
と
い
え

の
恐
怖
の
歌
の
い
く
つ
か
あ
る
こ
と
も
、
こ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は

な
い
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
二
四
‐
五
）
と
い
う（

（1
（

。

藤
原
氏
に
敗
け
て
衰
退
し
、「
人
麻
呂
の
よ
う
に
『
都
』
の
歴
史
を

み
ず
か
ら
の
も
の
と
す
る
こ
と
も
」
で
き
な
か
っ
た
家
持
で
あ
っ
た

が
（
真
木　

一
九
八
一
：
一
二
七
）、
し
か
し
右
記
の
死
の
恐
怖
か
ら

は
、
名
族
大
伴
氏
の
再
興
＝
回
帰
と
い
う
〝
神
話
〟、
す
な
わ
ち
「
氏

族
の
時
間
」
に
準
拠
す
る
こ
と
で
救
抜
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
遷
都
に
よ
っ
て
万
葉
的
時
空
か
ら
「
断
絶
」
し
た
平

安
朝
の
時
空
は
、
も
は
や
「
直
接
に
対
自
然
的
な
生
産
活
動
か
ら
は

も
ち
ろ
ん
、
家
持
ら
に
ま
だ
あ
っ
た
よ
う
な
本
貫
地
の
氏
族
共
同
体

と
の
紐
帯
か
ら
さ
え
も
疎
外
さ
れ
」、
宮
廷
に
お
け
る
「
ソ
フ
ィ
ス

テ
ィ
ケ
ー
ト
さ
れ
た
権
力
争
い
の
う
え
に
」
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
（
真
木　

一
九
八
一
：
一
三
五
‐
六
）。
在
原
業
平
の
歌
に
は
、「
世

間
の
時
間
」
か
ら
剝
離
し
て
ゆ
く
「
実
存
の
時
間
」
―
―
あ
る
い
は

「
共
同
の
美
意
識
に
逆
立
す
る
個
我
の
感
性
」（
真
木　

一
九
八
一
：

一
三
八
）
―
―
が
析
出
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず（

（1
（

、
老
い
や
死
に
対
す

る
切
実
な
恐
怖
が
込
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

時
に
感
動
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
時
間
を
対
象
化
す
る
こ
と

の
な
か
っ
た
初
期
万
葉
以
前
の
人
び
と
、
さ
ら
に
時
間
に
傷
心

す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
自
己
の
未
来
に
向
け
ら
れ
た
恐
怖
の

な
ま
な
ま
し
さ
と
し
て
実
感
す
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

後
期
万
葉
の
歌
人
た
ち
と
も
異
な
っ
て
、
こ
こ
で
は
自
己
の
未



135

見田社会学における未来とニヒリズム

と
い
う（

（1
（

。

こ
の
よ
う
な
〝
存
在
論
的
不
安
〟（cf. 

真
木　

一
九
八
一
：
一
九
七

‐
八
）
に
拮
抗
し
、「
自
分
自
身
の
存
在
感
、
実
存
の
レ
ア
リ
テ
ィ

を
と
り
も
ど
す
た
め
に
要
請
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
九
五
）
さ

れ
た
条
件
法
＝
解
決
形
態
を
、
見
田
は
順
に
検
討
し
て
ゆ
く
わ
け
で

あ
る
。

ま
ず
一
六
世
紀
に
お
い
て
、
そ
れ
が
「
無
条
件
的
に
、
永
遠
の
実

在
と
し
て
の
神
へ
の
信
仰
に
求
め
ら
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
」。

「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
や
ル
タ
ー
の
思
想
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
…
…
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
は
、神
の
存
在
そ
の
も
の
を
疑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」（
真

木　

一
九
八
一
：
二
一
五
）。

逆
か
ら
い
え
ば
、「
神
の
存
在
が
根
柢
か
ら
疑
わ
れ
る
時
代
に

は
じ
め
て
…
…
自
我
の
存
在
を
支
え
る
支
柱
も
、
他
の
も
の
に

あ
ら
た
め
て
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」（
真
木　

一
九
八
一
：

二
一
六
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
七
世
紀
の
諸
派
に
共
通
す
る
、

「
た
え
ず
あ
ら
た
に
更
新
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
救
済
」（
真
木  

一
九
八
一
：
一
八
八
）
と
い
う
宗
教
意
識
は
、「
な
か
ば
解
体
し
つ

つ
あ
る
―
―
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
弛
緩
し
流
動
化
し
つ
つ
あ
る
ひ
と

つ
の
共
同
幻
想
の
、
こ
の
よ
う
な
局
面
を
表
現
し
て
」
い
た
わ
け
で

あ
る
（
真
木　

一
九
八
一
：
二
一
六
）。

「
神
と
い
う
そ
の
定
義
上
永
遠
な
る
も
の
」（
真
木　

一
九
八
一
：

二
一
六
）
に
よ
る
支
え
を
失
っ
た
一
八
世
紀
の
ロ
マ
ン
主
義
が
希
求

し
た
の
は
、「
よ
り
強
き
信
仰
に
代
わ
る
、
よ
り
強
き
感
覚
で
あ
り
、

る
。
本
章
は
他
の
章
の
倍
近
い
分
量
を
誇
る
が（

（1
（

、
あ
ら
ま
し
は
鳥
越

（
二
〇
一
六
：
一
五
六
‐
六
〇
）
が
的
確
に
要
約
し
て
い
る
の
で
、

本
稿
で
は
駆
け
足
で
確
認
す
る
に
と
ど
め
よ
う
。

「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
か
ら
デ
カ
ル
ト
を
経
て
プ
ル
ー
ス
ト
に
至
る
近
代

的
自
我
の
全
歴
史
に
つ
き
ま
と
っ
て
き
た
ひ
と
つ
の〈
お
び
え
〉」（
真

木　

一
九
八
一
：
一
九
五
）
と
は
、
見
て
き
た
と
お
り
、
自
我
が
「
た

え
ず
す
ば
や
く
帰
無
し
て
ゆ
く
時
間
の
う
ち
に
み
ず
か
ら
の
連
続
性

を
解
体
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
八
八
）
さ
れ
る
と
い
う
感
覚
、

こ
れ
で
あ
っ
た
。

自
我
の
喪
失
感
、
自
我
の
離
隔
感
、
感
情
の
喪
失
感
、
事
物

の
非
存
在
感
、
時
間
的
経
過
や
時
間
そ
の
も
の
の
非
連
続
感
、

自
我
の
非
連
続
感
、
空
間
の
非
存
在
感
…
…
一
言
で
言
っ
て
、

自
我
、
時
間
、
空
間
、
事
物
な
ど
す
べ
て
に
通
じ
て
の
「
現
実

感
の
喪
失
」。（
真
木　

一
九
八
一
：
一
九
七
）

「
た
え
ず
帰
無
し
て
ゆ
く
時
間
の
恐
怖
と
自
我
の
存
在
の
ふ
た
し

か
さ
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
九
〇
）
と
い
う
、「
自
我
と
時
間
の

こ
の
ノ
エ
シ
ス
的
＝
ノ
エ
マ
的
な
崩
壊
感
覚
」
は
、「
離
人
症
と
よ

ば
れ
る
一
群
の
精
神
病
理
と
あ
ま
り
に
も
よ
く
符
合
す
る
」（
真
木  

一
九
八
一
：
一
九
六
）。た
だ
、彼
ら
の
時
間
意
識
＝
自
我
意
識
は
、「
近

代
人
の
時
間
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
感
覚
を
、
ほ
ん
の
す
こ
し
鋭
敏

に
表
現
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
〇
三
）
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路
は
、
こ
の
よ
う
に
失
わ
れ
た
時
間
性
に
よ
る
救
済
の
レ
ア
リ
テ
ィ

を
、
次
第
に
共
同
幻
想
か
ら
自
立
し
て
ゆ
く
自
己
幻
想
の
内
部
に
た

え
ず
再
建
し
な
お
そ
う
と
す
る
努
力
に
他
な
ら
な
か
っ
た
」（
真
木  

一
九
八
一
：
二
五
〇
）
わ
け
で
あ
る
。

だ
が
、「
ど
の
よ
う
に
『
型
と
し
て
純
化
さ
れ
た
』
過
去
で
あ
っ

て
も
、
そ
れ
が
過
去
と
し
て
あ
る
か
ぎ
り
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、
実

在
性
の
素
材
を
要
求
す
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
三
五
）
以

上
、
決
し
て
恣
意
的
に
自
由
に
構
成
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
（
真
木  

一
九
八
一
：
二
二
六
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
世
紀
Ｊ
＝
Ｐ
・
サ

ル
ト
ル
に
お
け
る
〈
未
来
〉
へ
の
自
由
な
投
企
は
、「
事
実
性
か
ら
、

よ
り
原
理
的
に
解
き
放
た
れ
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
…
…
よ
り
純

粋
な
形
態
と
い
え
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
三
五
）。

以
上
の
よ
う
に
、
自
我
の
恐
怖
の
消
去
の
形
式
は
、
信
仰
→
感
情

→
過
去
（
回
想
）
→
未
来
（
投
企
）
へ
と
内
攻
し
純
化
さ
れ
て
き

た
。「
未
来
の
根
拠
の
こ
の
よ
う
な
優
位
の
代
償
は
た
だ
ひ
と
つ
で

あ
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
未
来
も
そ
の
か
な
た
に
死
を
も
つ
と
い

う
こ
と
」
だ
（
真
木　

一
九
八
一
：
二
三
六
）。「
近
代
的
自
我
の
時

間
意
識
の
必
然
的
な
到
達
点
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
八
九
）
で
、

わ
れ
わ
れ
は
「
と
つ
ぜ
ん
虚
無
の
深
淵
に
投
げ
か
え
さ
れ
る
」（
真

木　

一
九
八
一
：
二
三
六
）
の
で
あ
る
。

よ
り
強
き
感
情
で
あ
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
九
二
）。
け
れ
ど

も
「〈
感
ず
る
〉
対
象
は
そ
れ
じ
た
い
転
変
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

そ
れ
が
さ
し
あ
た
り
そ
の
瞬
間
に
は
自
我
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
支
え
う

る
も
の
と
し
て
も
、
時
間
的
持
続
の
解
体
は
こ
こ
に
は
じ
め
て
徹
底

し
た
形
を
と
る
こ
と
に
な
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
一
六
）。

こ
う
し
て
〝
知
覚
の
束
〟（
真
木　

一
九
八
一
：
二
一
六
）
に
ま

で
解
体
さ
れ
た
一
九
世
紀
の
自
我
に
、
か
つ
て
神
の
恒
久
性
が
与
え

て
い
た
持
続
感
と
人
格
的
同
一
性
を
与
え
る
の
が
、
記
憶
＝
回
想

で
あ
る
（
真
木　

一
九
八
一
：
二
一
六
‐
七
）。
と
い
っ
て
も
「
現

実
の
過
去
は
、
欲
望
す
る
個
人
の
自
由
を
拘
束
し
、
飛
翔
す
る
精
神

の
無
垢
を
汚
濁
す
る
力
で
も
あ
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
二
三
）

か
ら
、
回
想
は
も
は
や
「
た
ん
な
る
模
写
で
は
な
く
」、
個
体
の
内

部
で
純
化
さ
れ
再
構
成
さ
れ
神
話
化
さ
れ
た
〈
過
去
〉
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
（
真
木　

一
九
八
一
：
二
二
四
）。

そ
れ
は
つ
ま
り
、
近
代
人
に
と
っ
て
「
自
己
の
レ
ア
リ
テ
ィ
を
支

え
る
地
盤
が
、
も
は
や
共
同
幻
想
の
う
ち
に
な
く
、
自
己
幻
想
の
う

ち
に
し
か
見
出
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
だ
」（
真
木　

一
九
八
一
：

二
三
一
）。「
す
で
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
〈
わ
れ
信
ず
〉
の
う
ち
に
凝
縮

さ
れ
て
い
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
信
仰
は
、
ひ
と
つ
の
共
同

幻
想
の
解
体
し
つ
つ
あ
る
局
面
の
な
か
で
、
析
出
し
つ
つ
あ
る
近
代

的
自
我
の
自
立
す
る
自
己
幻
想
と
し
て
獲
得
さ
れ
よ
う
と
す
る
信
仰

で
あ
っ
た
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
二
四
）。
と
す
れ
ば
、「〈
失
わ

れ
た
時
を
求
め
て
〉
の
、
一
六
世
紀
以
来
の
近
代
精
神
の
な
が
い
旅
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な
感
受
を
と
お
し
て
、
回
帰
す
る
自
然
の
時
間
性
に
た
い
し
て

異
質
の
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
過
去
を
帰
無
し
つ
つ
未
来
に
向
か
う
不

可
逆
性
と
し
て
の
時
間
の
観
念
を
切
実
た
ら
し
め
る
。
第
一
の

契
機
（
目
的
性
の
回
路

0

0

0

0

0

0

）
が
第
二
の
契
機
（
直
進
す
る
時
間
性

0

0

0

0

0

0

0

）

の
軌
道
に
の
る
と
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
よ
り
か
な
た
に
あ

る
未
来
に
向
か
っ
て
現
在
の
意
味
を
外
化
し
て
ゆ
く
時
間
の
感

覚
を
存
立
せ
し
め
る
。

第
二
に
、
共
同
態
の
解
体
と
そ
こ
か
ら
の
個
の
自
立
と
疎
外

は
、〈
生
き
ら
れ
る
共
時
性
〉
の
解
体
を
代
位
す
る
〈
知
ら
れ

る
共
時
制
〉
と
し
て
の
時
間
の
客
体
化
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
存

立
せ
し
め
る
と
と
も
に
、
他
方
ま
た
、
固
有
に
有
限
な
時
空
の

う
ち
に
充
足
す
る
完
結
性
か
ら
諸
個
人
の
生
の
関
心
を
解
き
放

つ
。
第
二
の
契
機
（
関
心
の
遠
隔
化

0

0

0

0

0

0

）
が
第
一
の
契
機
（
客
体

0

0

化
さ
れ
た
時
間

0

0

0

0

0

0

）
の
軌
道
に
の
る
と
、
そ
れ
は
い
く
ら
で
も
抽

象
的
に
無
限
化
さ
れ
る
時
間
へ
の
関
心
を
存
立
せ
し
め
る
。（
真

木　

一
九
八
一
：
二
九
四
‐
五
〔
傍
点
は
引
用
者
〕）

そ
し
て
こ
の
二
つ
の
合
成
と
し
て
、「
未
来
に
向
っ
て
無
限
化
さ

れ
て
ゆ
く
時
間
関
心
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
九
五
）
か
ら
「
ふ

り
か
え
っ
て
、
こ
の
現
在
の
生
を
む
な
し
い
と
感
覚
し
て
し
ま
う
、

固
有
の
時
間
意
識
」（
真
木　

一
九
八
一
：
一
一
）
が
存
立
す
る
の

で
あ
る
、
と
。

時
間
意
識
の
四
類
型
を
導
く
二
組
の
パ
タ
ー
ン
変
数
が
、
未
来
と

三　
�

未
来
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
―
―『
時
間
の
比
較
社
会
学
』

の
根
本
問
題

こ
こ
ま
で
、
文
明
化
日
本
と
近
代
西
欧
に
お
け
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と

そ
の
消
去
形
式
の
変
遷
を
見
て
き
た
。
近
代
的
自
我
の
時
間
意
識
は

必
然
的
に
未
来
へ
と
向
か
う
が
、
そ
れ
は
見
田
に
よ
れ
ば
、「
い
っ

た
ん
は
客
観
化
さ
れ
た
知
と
し
て
存
立
す
る
観
念
の
時
間
に
よ
っ
て

媒
介
さ
れ
た
実
感
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：

一
三
四
）。

け
れ
ど
も
他
方
で
見
田
は
、「
未
来
に
向
か
っ
て
現
在
を
組
織
化

す
る
能
力
を
獲
得
す
る
こ
と
自
体
は
、
そ
し
て
ま
た
、
客
体
化
さ
れ

た
時
間
の
シ
ス
テ
ム
を
獲
得
す
る
こ
と
自
体
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ

て
ひ
と
つ
の
解
放
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
能
力
を
ま
っ
た
く
放
棄
す

る
こ
と
は
お
そ
ら
く
可
能
で
も
な
く
、
望
ま
し
く
も
な
い
」（
真
木  

一
九
八
一
：
二
九
五
）
と
断
っ
て
も
い
る
。
こ
の
立
場
か
ら
見
田
は
、

「
一
見
理
性
に
と
っ
て
は
不
可
避
の
論
理
的
帰
結
の
よ
う
に
み
え
る
」

（
見
田　

一
九
八
一
：
二
九
四
）
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
存
立
機
制
を
、
次

の
よ
う
に
解
析
す
る
。

第
一
に
、
人
間
存
在
の
自
然
か
ら
の
自
立
と
疎
外
は
、
自
然

の
加
工
者
と
し
て
の
人
間
に
、
未
来
に
向
か
っ
て
現
在
の
生
を

手
段
化
す
る
構
造
（
目
的
性
の
回
路
）
を
獲
得
せ
し
め
る
と
と

も
に
、
他
方
ま
た
、
人
生
と
歴
史
の
一
回
性
に
た
い
す
る
切
実
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一
：
八
三
‐
九
、一
三
五
‐
六
、一
七
二
‐
八
一
）、
先
祖
代
々
そ
こ

で
生
ま
れ
・
育
ち
・
死
ん
で
き
た
自
然
と
の
循
環
的
で
永
続
的
な
つ

な
が
り
が
断
ち
切
れ
る
と
、「
人
生
と
歴
史
の
一
回
性
に
た
い
す
る

切
実
な
感
受
を
と
お
し
て
」、
帰
無
し
て
ゆ
く
不
可
逆
性
と
し
て
の

時
間
了
解
が
存
立
す
る
。

不
可
逆
的
な
時
間
と
目
的
性
の
回
路
が
合
成
さ
れ
る
と
、「
最

終
結
果
の
み
に
意
味
が
あ
る
」
と
い
う
価
値
意
識
に
い
た
る
。
こ

の
、「
未
来
が
現
在
の
意
味
で
あ
る
」
と
い
う
価
値
意
識
を
、
見
田
は

instrum
entalism

と
呼
ん
で
い
る
の
だ
が（
見
田　

一
九
八
一
：
六
）、

そ
の
帰
結
が
「
未
来
へ
の
疎
外
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
ん
に
不
可

逆
的
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
ま
た
帰
無
す
る
不
可
逆
性
と
い

う
だ
け
で
も
不
十
分
で
、
じ
つ
はinstrum

entalism

と
い
う
価
値

0

0

意
識

0

0

こ
そ
が
、
こ
こ
で
問
題
視
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

「〈
知
ら
れ
る
共
時
制
〉
と
し
て
の
時
間
の
客
体
化
さ
れ
た
シ
ス
テ

ム
」
と
い
う
表
現
で
、
見
田
は
時
間
の
数
量
化
と
同
時
に
、「
時
間

の
外
在
化
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
六
四
）
を
も
指
し
て
い
る
（
逆

か
ら
い
え
ば
、
こ
の
外
在
性
と
い
う
側
面
は
、
質
的
／
量
的
と
い
う

軸
か
ら
は
や
は
り
漏
れ
落
ち
て
い
る
）。
た
だ
し
こ
こ
で
も
ま
た
、

客
体
化
さ
れ
た
時
間
（
数
量
性
・
外
在
性
）
自
体
が
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

と
直
結
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
関
心
の
遠
隔
化
と
い
う
第
二
の
契

機
に
つ
い
て
、
第
五
章
「
近
代
社
会
の
時
間
意
識
Ⅱ
―
―
時
間
の
物

象
化
」
の
記
述
を
引
い
て
み
よ
う
。

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
主
題
を
反
映
し
き
れ
て
い
な
い
こ
と
を
、
本
稿

の
は
じ
め
に
確
認
し
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
個
所
で
見
田
は
、
可
逆
的

／
不
可
逆
的
と
い
う
軸
と
、
質
的
／
量
的
と
い
う
軸
を
、
そ
れ
ぞ
れ

さ
ら
に
こ
ま
か
く
「
第
一
の
契
機
」
と
「
第
二
の
契
機
」
に
分
け
て

い
る
。
つ
ま
り
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
存
立
さ
せ
る
契
機
が
四
つ
に
な
っ
て

い
る
わ
け
だ
。
し
か
も
こ
こ
で
は
、
不
可
逆
的
な
時
間
と
量
的
な
時

間
は
、
位
相
を
異
に
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
と
い
う
の
も
、
見

田
が
最
終
的
に
並
置
す
る
の
は
「〈
抽
象
的
に
無
限
化
す
る
時
間
関

心
〉
と
〈
未
来
へ
の
疎
外

0

0

0

0

0

0

〉」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
九
九
〔
傍
点

は
引
用
者
〕）
の
二
つ
で
あ
り
、不
可
逆
的
な
時
間
（
直
進
す
る
時
間
）

は
、
こ
の
未
来
へ
の
疎
外
を
存
立
さ
せ
る
第
二
の
契
機
と
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
。

こ
れ
ま
で
の
行
論
も
ふ
ま
え
て
、『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
の
論
理

の
骨
格
を
あ
ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、「
未
来
に
向
か
っ
て
現
在
の
生
を
手
段
化
す
る
構
造
（
目

的
性
の
回
路
）
を
獲
得
」
す
る
こ
と
自
体
が
、
必
然
的
に
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
も
招
来
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、「〈
未
来
〉
に
お
よ
ぼ
す

諸
結
果
の
洞
察
に
よ
っ
て
、時
間
的
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
の
中
に〈
現

在
〉
を
相
対
化
す
る
」
能
力
は
、「
道
具
を
つ
く
る
理
性
的
存
在
と

し
て
の
人
間
」（
見
田　

一
九
六
六
：
三
一
）
を
「
他
の
動
物
か
ら

区
別
す
る
」（
見
田　

一
九
六
六
：
二
八
）
も
の
で
さ
え
あ
る
（cf. 

真
木　

一
九
七
四
）。

し
か
し
、
デ
ラ
シ
ネ
や
遷
都
や
捕
囚
に
よ
っ
て
（
真
木　

一
九
八 
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か
せ
い
だ
り
、
た
く
わ
え
た
り
、
節
約
し
た
り
す
る
こ
と
の

可
能
な
「
時
間
」
―
―
そ
こ
で
は
た
と
え
ば
、
夜
明
け
の
時
と

午
後
の
時
、
恋
愛
の
時
と
別
れ
の
時
、
私
の
時
と
あ
の
ひ
と
の

時
、
そ
の
よ
う
な
時
そ
れ
ぞ
れ
の
固
有
性
、
絶
対
性
は
捨
象
さ

れ
、
た
と
え
ば
夜
明
け
の
三
〇
分
を
「
浪
費
す
る
」
こ
と
を
や

め
た
り
恋
愛
の
三
時
間
を
「
節
約
」
し
た
り
す
る
こ
と
の
可
能

な
対
象
へ
と
還
元
さ
れ
る
。（
真
木　

一
九
八
一
：
二
八
三
）

そ
し
て
こ
の
と
き
、「
わ
れ
わ
れ
の
時
間
関
心
は
、
使
用
価
値

0

0

0

0

で

な
く
交
換
価
値

0

0

0

0

そ
れ
自
体
に
向
け
ら
れ
た
関
心
と
同
様
に
、
抽
象
的

に
無
限
化
さ
れ
る
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
八
九
〔
傍
点
は
引
用

者
〕）。
つ
ま
り
、
抽
象
的
に
無
限
化
さ
れ
た
時
間
関
心
も
ま
た
、
使

用
価
値
か
ら
の
交
換
価
値
の
剝
離
と
自
立
（cf. 
見
田　

一
九
七
六

→
一
九
七
九
：
七
四
）
と
い
う
価
値
意
識
の
帰
結
な
の
で
あ
る
。

「
抽
象
化
さ
れ
、
等
質
化
さ
れ
、
一
次
元
化
さ
れ
た
時
間
の
尺
度
」

（
真
木　

一
九
八
一
：
二
八
一
）
は
、「
ひ
る
が
え
っ
て
ま
た
、
わ
れ

わ
れ
の
生
の
時
間
を
、無
限
に
み
じ
か
い
も
の
と
し
て
感
受
さ
せ
る
」

（
真
木　

一
九
八
一
：
二
八
七
）。
こ
の
時
間
関
心
が
「
未
来
へ
の
疎

外
」（instrum
entalism

）
と
結
合
す
る
と
き
、
あ
の
「
パ
ス
カ
ル

の
恐
怖
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
）
が
完
成
す
る
。

こ
の
世
の
生
の
時
間
は
一
瞬
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
、
死

の
状
態
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、

図２
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に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
正
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
」

（
真
木　

一
九
八
一
：
三
三
）
と
主
張
し
て
い
る
。
未
来
意
識
の
問

題
か
ら
出
発
す
る
社
会
学
的
研
究
は
今
の
と
こ
ろ
多
く
な
い
が
、
た

と
え
ば
若
林
幹
夫
（
二
〇
一
四
）
や
Ｊ
・
ア
ー
リ
（U

rry 2016

）

と
見
田
の
理
論
と
を
突
き
合
わ
せ
る
、
と
い
っ
た
作
業
が
必
要
に

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
見
田
は
、
近
代
的
時
間
の
特
質
を
明
晰
な
理
論
図
式
で
把

握
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
よ
う
な
時
間
意
識
が
自
我
に
も
た
ら
す

感
覚
を
問
題
に
し
て
い
る
。
自
我
論
と
い
う
き
わ
め
て
社
会
学
的
な

文
脈
に
時
間
論
を
接
合
し
よ
う
と
す
る
見
田
の
試
み
は
、
時
間
の
社

会
学
を
社
会
学
と
し
て

0

0

0

0

0

0

深
め
て
ゆ
く
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
大
き
な
方

向
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
こ
れ
と
関
連
し
て
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
存
立
さ
せ

る
契
機
と
し
て
見
田
が
つ
き
と
め
た
の
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、

instrum
entalism

と
交
換
価
値
と
い
う
、
価
値
意
識
の
問
題
で
あ
っ

た
。
じ
つ
は
、
見
田
の
一
九
七
〇
年
代
の
理
論
構
想
を
詳
細
に
考
証

す
る
と
、時
間
論
も
自
我
論
も
、価
値
理
論
（
精
確
に
は
価
値
空
間
論
）

と
い
う
体
系
的
な
枠
組
み
の
う
ち
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か

る
（
德
宮　

二
〇
二
〇
）。
時
間
の
社
会
学
は
い
ま
だ
、
そ
れ
を
社
会

学
の
一
研
究
領
域
と
し
て
確
立
し
て
ゆ
く
段
階
に
あ
る
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
自
我
の
社
会
学
、
ひ
い
て
は
価
値
の
社
会
学
と
い

う
伝
統
的
な
研
究
領
域
と
の
相
互
参
照
が
可
能
で
あ
る
し
、
い
ず
れ

は
そ
れ
が
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
時
間
と

永
遠
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
は
疑
う
余
地
が
な
い
…
…
。

（Pascal 1760

＝
二
〇
一
五
：
八
三〔
引
用
は
真
木（
一
九
八
一
：

二
）
よ
り
〕）

し
た
が
っ
て
、「
近
代
的
理
性
そ
の
も
の
を
究
極
に
お
い
て
ふ
ち

ど
る
恐
怖
」（
真
木　

一
九
八
一
：
二
）
と
し
て
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の

存
立
の
機
制
は
、
図
２
の
よ
う
に
ま
と
め
直
す
こ
と
が
で
き
る
。

四　

結
語
に
代
え
て
―
―
時
間
と
自
我
と
価
値
意
識

本
稿
で
は
、『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
の
全
体
と
し
て
の
主
題
が

未
来
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
れ
が
自
我

論
と
の
関
連
で
追
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
本
書

の
理
論
図
式
を
図
２
の
よ
う
に
ま
と
め
直
し
た
。
最
後
に
、
見
田
の

こ
の
よ
う
な

0

0

0

0

0

時
間
論
が
時
間
の
社
会
学
に
与
え
う
る
示
唆
の
い
く
つ

か
を
、
ほ
ん
の
少
し
再
展
望
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
見
田
の
関
心
は
、
時
間
意
識
の
な
か
で
も
未
来
に
集

中
し
て
い
る
。「
フ
ッ
サ
ー
ル
も
ベ
ル
ク
ソ
ン
も
と
も
に
そ
の
時
間

論
に
お
い
て
、
過
去
か
ら
出
発
し
た
の
ち
に
未
来
を
考
察
し
て
い

る
」
の
に
対
し
て
、「
人
間
的
時
間
の
構
造
に
お
け
る
未
来
の
本

源
性
を
把
握
し
た
」
Ｅ
・
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
卓
見
」（
真
木  

一
九
八
一
：
二
九
）
を
評
価
す
る
見
田
は
、「
現
実
に
生
き
て
行
動

し
て
い
る
人
間
の
志
向
性
と
い
う
も
の
が
、
過
去
よ
り
も
ま
ず
未
来
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�　

各
章
の
内
在
的
な
レ
ビ
ュ
ー
は
、鳥
越（
二
〇
一
六
）に
詳
し
い
の
で（
た

だ
し
後
述
す
る
と
お
り
第
二
章
は
飛
ば
さ
れ
て
い
る
）、
本
稿
で
は
あ
く
ま

で
も
論
理
の
骨
格
を
取
り
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
５
）�

ヘ
レ
ニ
ズ
ム
と
ヘ
ブ
ラ
イ
ズ
ム
（
あ
る
い
は
ル
ネ
サ
ン
ス
と
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
）
と
近
代
文
明
の
歴
史
的
／
論
理
的
な
関
係
性
に
つ
い
て
、

見
田
は
最
初
期
か
ら
少
な
く
と
も
一
九
七
〇
年
代
ま
で
、
強
い
関
心
を
寄

せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（cf. 

見
田　

一
九
六
三
→
一
九
六
五；

廣
松

ほ
か　

一
九
七
七
→
一
九
九
五
）。

（
６
）�

若
林
も
指
摘
す
る
と
お
り
、
直
線
的
な
時
間
は
「
私
た
ち
が
『
近
代
』
と

呼
ぶ
社
会
の
成
立
と
共
に
一
気
に
成
立
し
た
の
で
は
な
く
、
古
代
の
都
市

文
明
で
萌
芽
的
に
成
立
し
て
い
た
も
の
が
、
近
代
化
の
過
程
で
全
面
的
に

展
開
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
の
が
」（
若
林　

二
〇
一
四
：
一
三
一
）、『
時

間
の
比
較
社
会
学
』
の
筋
書
き
な
の
で
あ
っ
た
。

（
７
）�

社
会
学
以
外
の
文
脈
―
―
哲
学
や
倫
理
学
や
思
想
史
―
―
で
は
、
す
で
に

論
及
さ
れ
て
い
る
（
竹
内　

二
〇
〇
一
ほ
か
）。

（
８
）�

す
で
に
『
価
値
意
識
の
理
論
』（
一
九
六
六
）
に
お
い
て
、
未
来
と
ニ
ヒ

リ
ズ
ム
の
問
題
は
生
々
し
く
吐
露
さ
れ
て
い
た
。「
い
ま
か
り
に
行
為
の

『
結
果
』
が
、
行
為
に
価
値
を
も
た
ら
す
唯
一
の
も
の
だ
と
仮
定
し
て
み

よ
う
。
す
る
と
人
生
は
無
価
値
だ
と
い
う
結
論
が
、
す
ぐ
に
え
ら
れ
る
。

い
か
に
ゆ
た
か
な
人
生
を
お
く
っ
て
も
（
あ
る
い
は
名
利
を
ほ
し
い
ま
ま

に
し
て
も
）、
い
ず
れ
は
一
塊
の
有
機
化
合
物
の
堆
積
と
化
す
る
の
で
あ

る
。
な
る
ほ
ど
か
れ
は
子
孫
を
の
こ
す
。『
不
朽
』の
芸
術
作
品
を
の
こ
す
。

偉
大
な
革
命
家
と
し
て
、
あ
る
い
は
深
遠
な
先
駆
的
思
想
家
と
し
て
、
人

類
史
に
大
き
な
足
跡
を
の
こ
す
。
し
か
し
そ
の
人
類
の
全
歴
史
に
し
た
と

こ
ろ
が
、
時
間
そ
れ
自
体
の
永
遠
性
の
ま
え
に
は
一
夜
の
夢
で
あ
る
。
冷

え
び
え
と
亡
び
ゆ
く
地
球
を
あ
と
に
し
て
、
人
類
は
太
陽
系
を
、
銀
河
系

い
う
テ
ー
マ
が
、
社
会
学
理
論
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
重
要
で

あ
る
こ
と
の
裏
返
し
で
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
さ
し
あ
た
り
は
『
時
間

の
比
較
社
会
学
』
が
、
時
間
意
識
の
四
類
型
論
を
こ
え
て
、
以
上
の

よ
う
な
論
点
を
も
提
起
し
て
い
る
こ
と
だ
け
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。

註
（
１
）�

ま
と
ま
っ
た
著
作
だ
け
で
も
、
橋
本
・
栗
山
（
二
〇
〇
一
）、
伊
藤

（
二
〇
〇
三
、二
〇
〇
八
）、
今
津
（
二
〇
〇
八
）、
西
本
（
二
〇
〇
六
）、

多
田
（
二
〇
一
三
）、
若
林
（
二
〇
一
四
）。
ま
た
社
会
学
研
究
会

（
一
九
九
三
）、
日
本
社
会
学
史
学
会
（
二
〇
一
六
）
な
ど
。

（
２
）�

第
二
章
第
一
節
の
み
書
下
ろ
し
（
真
木　

一
九
八
一
：
三
〇
八
）。

（
３
）�

た
だ
し
他
方
で
は
、
時
間
を
社
会
学
の
基
本
概
念
と
し
て
精
緻
化
し
た
研

究
で
は
な
く
、「
時
間
感
覚
の
変
化
や
相
違
、
時
間
尺
度
の
多
様
性
や
歴

史
性
、
計
測
技
術
の
発
達
や
普
及
の
帰
結
」
に
関
す
る
「
興
味
深
い
が
単

発
的
な
経
験
的
研
究
」（
多
田　

二
〇
一
六
：
八
）
の
ひ
と
つ
に
過
ぎ
な

い
と
す
る
見
方
も
あ
る
。

（
４
）�

こ
こ
で
、『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
の
構
成
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
　

序　

章　

時
間
意
識
と
社
会
構
造

　
　
　
　

第
一
章　

原
始
共
同
体
の
時
間
意
識

　
　
　
　

第
二
章　

古
代
日
本
の
時
間
意
識

　
　
　
　

第
三
章　

時
間
意
識
の
四
つ
の
形
態

　
　
　
　

第
四
章　

近
代
社
会
の
時
間
意
識
Ⅰ
―
―
時
間
へ
の
疎
外

　
　
　
　

第
五
章　

近
代
社
会
の
時
間
意
識
Ⅱ
―
―
時
間
の
物
神
化

　
　
　
　

結　

章　

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
か
ら
の
解
放
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（
12
）�「
う
ら
う
ら
に
照
れ
る
春
日
に
雲
雀
あ
が
り
情
悲
し
も
独
り
し
お
も
へ
ば
」

（『
万
葉
集
』
四
二
九
二
）。

（
13
）�「
泡
沫
な
す
仮
れ
る
身
そ
と
は
知
れ
れ
ど
も
な
ほ
し
願
ひ
つ
千
歳
の
命
を
」

（『
万
葉
集
』
四
四
七
〇
）。

（
14
）�「
世
の
中
に
絶
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」（『
古

今
集
』
五
三
）。

（
15
）�「
つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し

を
」（『
古
今
集
』
八
六
一
）。

（
16
）�「
秋
の
夜
も
名
の
み
な
り
け
り
逢
ふ
と
い
へ
ば
こ
と
ぞ
と
も
な
く
明
け
ぬ

る
も
の
を
」（『
古
今
集
』
六
三
五
）。「
心
こ
そ
う
た
て
に
く
け
れ
染
め
ざ

ら
ば
移
ろ
ふ
こ
と
も
惜
し
か
ら
ま
し
や
」（『
古
今
集
』
七
九
六
）。

（
17
）�「
農
耕
に
始
ま
り
都
市
と
貨
幣
の
経
済
を
析
出
し
て
き
た
〈
文
明
〉
の
数

千
年
は
、
こ
の
『
近
代
』
の
形
成
要
素
（
コ
ン
ポ
ネ
ン
ツ
）
を
は
る
か
に

成
熟
し
準
備
し
て
き
た
、
長
い
『
助
走
』
と
し
て
定
位
す
る
こ
と
が
で
き

る
」（
見
田　

二
〇
〇
六
：
一
五
七
）、
と
い
う
後
年
の
議
論
を
念
頭
に
置

く
な
ら
ば
、
見
田
は
本
書
で
も
、「
平
安
朝
の
都
市
貴
族
の
世
界
も
裾
野

に
含
む
く
ら
い
の
、
広
い
意
味
で
の
近
代
」（
見
田
・
小
阪　

一
九
八
六
：

一
四
三
）
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）�『
思
想
』
誌
連
載
時
、
ほ
ぼ
正
確
に
毎
回
一
章
分
ず
つ
発
表
し
て
い
た
な

か
で
、
第
四
章
は
連
載
二
回
分
を
丸
々
費
や
し
て
い
る
。

（
19
）�

若
林
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
本
書
で
見
田
が
い
う
近
代
人
と
は
、「
さ
し

あ
た
り
は
理
念
型
的
に
純
化
し
て
考
え
ら
れ
た
、
近
代
的
な
理
性
と
、
そ

の
条
件
と
し
て
の
自
然
や
他
者
と
の
近
代
的
な
関
係
性
を
生
き
る
個
人
主

体
の
こ
と
だ
。
…
…
近
代
的
時
間
意
識
を
モ
デ
ル
と
し
て
抽
出
す
る
に
あ

た
っ
て
パ
ス
カ
ル
や
ボ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
い
っ
た
哲
学
者
の
言
葉
を
参
照

し
て
い
る
の
は
、
そ
う
し
た
人
び
と
が
『
近
代
的
な
理
性
』
を
徹
底
し
て

を
、
さ
ら
に
周
囲
の
星
雲
を
征
服
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
ら

の
天
体
も
、
や
が
て
空
漠
た
る
空
間
に
吸
収
さ
れ
て
、
痕
を
と
ど
め
な
い
。

か
つ
て
〈
意
識
〉
と
か
〈
精
神
〉
と
か
が
存
在
し
た
こ
と
す
ら
知
ら
な
い

よ
う
な
、
白
々
と
照
り
は
え
る
恒
星
群
や
、
も
え
つ
づ
け
る
星
雲
が
あ
る

の
み
で
あ
る
。
人
類
は
宇
宙
の
中
に
、
何
の
痕
跡
も
残
し
は
し
な
い
。
た

と
え
人
類
が
、
い
く
つ
か
の
星
の
軌
道
を
乱
し
た
と
こ
ろ
で
、
た
だ
そ
れ

だ
け
の
『
結
果
』
を
残
す
た
め
に
人
類
の
全
活
動
が
あ
る
の
だ
な
ど
と
考

え
る
も
の
が
あ
ろ
う
か
―
―
こ
の
よ
う
に
し
て
、
ひ
た
す
ら
に
未
来
へ
未

来
へ
と
む
か
い
、〈
現
在
〉
を
す
べ
て
手
段
化
す
る
禁
欲
主
義
の
精
神
は
、

虚
無
に
向
か
っ
て
ま
っ
し
ぐ
ら
に
つ
き
す
す
む
他
な
い
で
あ
ろ
う
」（
見

田　

一
九
六
六
：
一
三
七
）。

（
９
）�「
時
間
が
時
間
と
し
て
流
れ
て
い
る
と
い
う
感
じ
と
、
自
分
が
自
分
と
し

て
存
在
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
と
は
、
実
は
同
じ
一
つ
の
こ
と
な
の
だ
」

（
木
村　

一
九
八
二
：
一
八
六
）
と
い
う
指
摘
は
、
他
の
論
者
に
よ
っ
て

も
な
さ
れ
て
い
る
。

（
10
）�「
玉
た
す
き　

畝
傍
の
山
の　

橿
原
の
ひ
じ
り
の
御
代
ゆ　

生
れ
ま
し
し  

神
の
こ
と
ご
と　

栂
の
木
の　

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に　

天
の
下　

知
ら
し
め

し
し
を　

そ
ら
に
み
つ　

大
和
を
置
き
て　

あ
を
に
よ
し　

奈
良
山
を
越

え　

い
か
さ
ま
に　

思
ほ
し
め
せ
か　

天
離
る　

鄙
に
は
あ
れ
ど　

石
走

る　

近
江
の
国
の　

楽
浪
の　

大
津
の
宮
に　

天
の
下　

知
ら
し
め
し
け

む　

天
皇
の　

神
の
命
の　

大
宮
は　

こ
こ
と
聞
け
ど
も　

大
殿
は　

こ

こ
と
言
へ
ど
も　

春
草
の　

茂
く
生
ひ
た
る　

霞
立
つ　

春
日
の
霧
れ
る  

も
も
し
き
の　

大
宮
と
こ
ろ　

見
れ
ば
悲
し
も
」（『
万
葉
集
』
二
九
〔
引

用
は
真
木
（
一
九
八
一
）
よ
り
。
以
下
同
〕）。

（
11
）�「
日
並
の
皇
子
の
命
の
馬
並
め
て
み
狩
立
た
し
し
時
は
来
向
ふ
」（『
万
葉

集
』
四
九
）。
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見田社会学における未来とニヒリズム

シ
オ
ロ
ジ
』
社
会
学
研
究
会
、
三
七
（
三
）：
五
三
‐
七

木
村　

敏
、
一
九
八
二
、『
時
間
と
自
己
』
中
央
公
論
社
（
中
公
新
書
）

佐
藤
健
二
、二
〇
一
五
、「
見
田
宗
介
と
柳
田
国
男
―
―
初
期
著
作
論
考
に
あ
ら

わ
れ
た
歴
史
社
会
学
の
諸
問
題
」『
現
代
思
想
』（
総
特
集　

見
田
宗
介
＝
真

木
悠
介
―
―
未
来
の
社
会
学
の
た
め
に
）
青
土
社
、
四
三
（
一
九
）：
一
九
四

‐
二
〇
九

佐
藤
俊
樹
、
一
九
九
八
、「
近
代
を
語
る
視
線
と
文
体
―
―
比
較
の
な
か
の
日
本

の
近
代
化
」
髙
坂
健
次
・
厚
東
洋
輔
編
『
理
論
と
方
法
』（
講
座
社
会
学
一
）

東
京
大
学
出
版
会
、
六
五
‐
九
八

社
会
学
研
究
会
、
一
九
九
三
、「
小
特
集　

時
間
の
社
会
学
」『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』

三
七
（
三
）：
三
‐
五
八

竹
内
整
一
、二
〇
〇
一
、「「
空
即
是
色
」
の
荘
厳
」
竹
内
整
一
・
古
東
哲
明
編
『
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
か
ら
の
出
発
』（
叢
書
倫
理
学
か
ら
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
Ⅷ
）
ナ
カ
ニ

シ
ヤ
出
版
、
二
一
六
‐
三
八

多
田
光
宏
、
二
〇
一
三
、『
社
会
的
世
界
の
時
間
構
成
―
―
社
会
学
的
現
象
学
と

し
て
の
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
』
ハ
ー
ベ
ス
ト
社

―
―
―
―
、
二
〇
一
六
、「
社
会
学
の
基
本
概
念
と
し
て
の
時
間
―
―
現
象
学
的

社
会
学
と
社
会
シ
ス
テ
ム
理
論
か
ら
の
展
開
」『
社
会
学
史
研
究
』（
特
集  

社

会
学
理
論
の
最
前
線
―
時
間
―
）
日
本
社
会
学
史
学
会
、
三
八
：
七
‐
二
四

鳥
越
信
吾
、
二
〇
一
五
、「
時
間
の
社
会
学
の
展
開
―
―
「
近
代
的
時
間
」
観
を

め
ぐ
っ
て
」『
人
間
と
社
会
の
探
求
』
慶
応
義
塾
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

七
九
：
八
三
‐
九
七

―
―
―
―
、二
〇
一
六
、「
も
う
一
つ
の
時
間
の
比
較
社
会
学
―
―
真
木
悠
介
『
時

間
の
比
較
社
会
学
』
か
ら
の
展
開
」
奥
村
隆
編
『
作
田
啓
一vs.

見
田
宗
介
』

弘
文
堂
、
一
四
五
‐
七
七

德
宮
俊
貴
、
二
〇
二
〇
、「
見
田
宗
介
の
社
会
学
理
論
に
お
け
る
近
代
価
値
空
間

生
き
、
そ
れ
に
つ
い
て
反
省
的
に
思
考
し
た
人
び
と
だ
か
ら
で
あ
る
」（
若

林　

二
〇
一
四
：
二
三
七
）。
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来
像
〉
の
未
来
―
―
未
来
の
予
測
と
創
造
の
社
会
学
』

作
品
社

青
木　

保
、
一
九
八
一
→
一
九
八
五
、「
境
界
の
時
間
」『
境
界
の
時
間
―
―
日

常
性
を
こ
え
る
も
の
』
岩
波
書
店
、
一
‐
六
〇

伊
藤
美
登
里
、
二
〇
〇
三
、『
共
同
の
時
間
と
自
分
の
時
間
―
―
生
活
史
に
見
る

時
間
意
識
の
日
独
比
較
』
文
化
書
房
博
文
社

―
―
―
―
、
二
〇
〇
八
、『
現
代
人
と
時
間
―
―
も
う
〈
み
ん
な
一
緒
〉
で
は
い

ら
れ
な
い
』（
現
代
社
会
学
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
一
七
）
学
文
社

今
津
孝
次
郎
、
二
〇
〇
八
、『
人
生
時
間
割
の
社
会
学
』
世
界
思
想
社

落
合
恵
美
子
、
一
九
九
三
、「
時
間
・
解
釈
・
歴
史
社
会
学
」（
コ
メ
ン
ト
Ⅱ
）『
ソ
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―
―
―
―
、
一
九
七
〇
、『
現
代
の
生
き
が
い
―
―
変
わ
る
日
本
人
の
人
生
観
』

日
本
経
済
新
聞
社
（
日
経
新
書
）

―
―
―
―
、
一
九
七
六
→
一
九
七
九
、「
現
代
社
会
の
社
会
意
識
」『
現
代
社
会

の
社
会
意
識
』
弘
文
堂
、
五
八
‐
一
〇
〇

―
―
―
―
、
一
九
八
八
、「
時
間
」
見
田
・
栗
原
彬
・
田
中
義
久
編
『
社
会
学
事
典
』

弘
文
堂
、
三
五
二
‐
三

―
―
―
―
、
一
九
九
九
、「
時
間
コ
ン
セ
プ
ト
の
四
つ
の
形
態
―
―
時
間
の
比

較
社
会
学
か
ら
」
長
野
泰
彦
編
『
時
間
・
こ
と
ば
・
認
識
』
ひ
つ
じ
書
房
、

三
三
‐
五
四

―
―
―
―
、
二
〇
〇
六
、『
社
会
学
入
門
』
岩
波
書
店
（
岩
波
新
書
）

見
田
宗
介
・
大
澤
真
幸
、
二
〇
一
九
、「
近
代
の
矛
盾
と
人
間
の
未
来
」
柄
谷
行

人
・
見
田
宗
介
・
大
澤
真
幸
『
戦
後
思
想
の
到
達
点
―
―
柄
谷
行
人
、
自
身

を
語
る　

見
田
宗
介
、
自
身
を
語
る
』（
シ
リ
ー
ズ
戦
後
思
想
の
エ
ッ
セ
ン
ス
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
一
一
五
‐
二
〇
七

見
田
宗
介
・
加
藤
典
洋
、
二
〇
一
五
、「
現
代
社
会
論
／
比
較
社
会
学
を
再
照
射

す
る
」（
総
特
集
「
見
田
宗
介
＝
真
木
悠
介
―
―
未
来
の
社
会
学
の
た
め
に
」）

『
現
代
思
想
』
青
土
社
、
四
三
（
一
九
）：
八
‐
二
八

見
田
宗
介
・
小
阪
修
平
、
一
九
八
六
、『
現
代
社
会
批
判
―
―
〈
市
民
社
会
〉
の

彼
方
へ
』
作
品
社

若
林
幹
夫
、
二
〇
一
四
、『
未
来
の
社
会
学
』
河
出
書
房
新
社

付
記

　

本
稿
はJSPS

科
研
費19K

02145

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

の
反
転
と
裂
開
―
―
七
〇
年
代
の
理
論
構
想
の
意
義
」『
現
代
社
会
学
理
論
研

究
』
日
本
社
会
学
理
論
学
会
、
一
四
：
七
〇
‐
八
二

西
本
郁
子
、
二
〇
〇
六
、『
時
間
意
識
の
近
代
―
―
「
時
は
金
な
り
」
の
社
会
史
』

法
政
大
学
出
版
局

日
本
社
会
学
史
学
会
、
二
〇
一
六
、「
特
集　

社
会
学
理
論
の
最
前
線
―
時
間
―
」

『
社
会
学
史
研
究
』
三
八
：
三
‐
七
七

橋
本
毅
彦
・
栗
山
茂
久
編
、
二
〇
〇
一
、『
遅
刻
の
誕
生
―
―
近
代
日
本
に
お
け

る
時
間
意
識
の
形
成
』
三
元
社

廣
松　

渉
・
見
田
宗
介
・
吉
田
民
人
、
一
九
七
七
→
一
九
九
五
、「
分
類
の
思
想

―
―
社
会
科
学
の
分
類
と
分
類
の
社
会
科
学
」
忽
那
敬
三
編
『
対
論　

知
の

ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ー
ト
』（
廣
松
渉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
六
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情
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出
版
、
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七
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一
二
〇

真
木
悠
介
、
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に
』
筑
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書
房
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―
、
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お
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構
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』
筑
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書
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、
七
一
‐

一
〇
三

―
―
―
―
、
一
九
八
一
、『
時
間
の
比
較
社
会
学
』
岩
波
書
店

―
―
―
―
、［
一
九
九
三
］
二
〇
〇
八
、『
自
我
の
起
原
―
―
愛
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム

の
動
物
社
会
学
』
岩
波
書
店
（
岩
波
文
庫
）

―
―
―
―
、［
一
九
九
八
］
二
〇
一
四
、「
真
木
悠
介
『
時
間
の
比
較
社
会
学
』」

見
田
宗
介
・
上
野
千
鶴
子
・
内
田
隆
三
・
佐
藤
健
二
・
吉
見
俊
哉
・
大
沢
真

幸
編
『
社
会
学
文
献
事
典
』（
縮
刷
版
）
弘
文
堂
、
一
九
二
‐
三

見
田
宗
介
、
一
九
六
三
→
一
九
六
五
、「
死
者
と
の
対
話
―
―
日
本
文
化
の
前
提

と
そ
の
可
能
性
」『
現
代
日
本
の
精
神
構
造
』
弘
文
堂
、
一
五
二
‐
六
五

―
―
―
―
、
一
九
六
六
、『
価
値
意
識
の
理
論
―
―
欲
望
と
道
徳
の
社
会
学
』
弘

文
堂


